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｢現代』の「民本主義」

－文化統治期の朝鮮語雑誌研究１－

奥田浩司

１

朝鮮における植民統治の歴史において、「文化統治」期は、〈文化〉に軸足を置くと

いう点で特徴的であると言えよう。「文化統治」とは、「武断統治」に代えて朝鮮総督

府が取り入れた統治手法である。その直接的要因となったのが、1919年に朝鮮で起

こった３．１独立運動であった。要するに、朝鮮人による激しい抵抗にあった日本政

府が、統治手法の変更を余儀なくされたわけである。

本稿では「文化統治」と呼ぶが、「韓国雑誌概観型号別目次集」（金根洙縞

1973.7鯨国学研究所）では「｢文化政治」標袴時代（前期)」（1920～1929）とする。

｢標梼」という言葉に示唆されるように、「文化政治」とは、「文化」的であることを

｢標梼」する統治手法であり、決して「統治」が緩やかになったわけではない。

しかし、統治側が「文化」を前面に出すことにより、言説状況にある種の変化が起

こった。それは、ある程度の出版の「自由」が「朝鮮」に与えられたことである。そ

れにより、例えば「東亜日報」「朝鮮日報」などの新Ｉ)'1が創刊される。雑誌も「悶悶」

｢女子時論」「廃嘘」など、多くの雑誌が創刊され、流通することになる。前掲「韓国

雑誌概観劃号別目次集」によれば、1920年から1929年にかけて創刊された雑誌は

168種類にも及ぶ。その内容は、総合雑誌、女性誌、文芸雑誌など多様である。

とはいえ、出版の「自由」は「検閲」を前提としたものであり、朝鮮人の文化活動

はきわめて不自由なものであった。メディアは手に入れても、書く「自由」は相当に

制限されていたわけである。だが、それでも書き手たちは新聞・雑誌を通して、朝鮮

人に何かを伝えようとした。その何かとは、新しい思想、文学、宗教、音楽、美術な

どあらゆる分野に及ぶのだが、基底に流れるものは、「朝鮮独立」への思いではな

かっただろうか。

本稿は、「現代｣２（延世大学附属図書館所蔵）に掲滅されている下煕玲「民本主義

税稲神的意義」（｢民本主義の梢神的意義｣）について紹介するものである。題目に記

されているように、この評論は「民本主義」との関わりが強い。なお、「現代」は、

朝鮮人留学生を中心とする朝鮮基督教青年会の機関誌であると思われる。東京で出版

され、朝鮮あるいはウラジオストックでも販売されていたことが確認できる（注２)。
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２

朝鮮で3.1独立運動が起こった時期は、大正デモクラシーの高揚期と重なる。大

正デモクラシーを代表する知識人は吉野作造であり、周知のように、吉野は「民本主

義」の提唱者として知られる。

吉野は、朝鮮人留学生と親交があり、日本の植民地支配について批判的な発言をし

ている。吉野は、３．１独立運動後の朝鮮統治について、「新総督及び新政務総監を

迎ふ｣３で次のように述べる。

何れにしても予輩は朝鮮統治の開発に－新紀元を画するものとして、新総督と新

政務総監とを歓迎する。細かい施設はゆるゆる之を将来に観ることにして、唯差

当り彼等に希望したいのは何を措いても先づ内鮮両民間の凡ゆる差別的待遇を撤

廃せられんことである。言論の自由を鰍重し、少くとも内地以上に無用の拘束を

為す事を避け、殊に朝鮮人には出来るだけ発言の機会を与へられんことである。

更に進んで形式上だけでなく、本当に朝鮮人の開明を図り、彼等に教育を受くる

の十分の機会を提供せられんことである。一言にして云へぱ朝鮮民族をして朝鮮

民族として十分発達するを得しめ、此基礎の上に彼等が我々の真個頼もしき友人

たるように導かれんことである。

この吉野の発言には、「朝鮮人の開明を図り」など「朝鮮民族」を未開であるとす

る見方があり、この点には十分に注意を払わなければならない。だが、その一方で、

｢差別待遇」の撤廃、「言論の自由｣、「朝鮮民族」の固有性を認める点などは、同時代

の言説状況を視野に収めるならば、評価に値するものある。

吉野は、同じ「中央公論」に掲戦された「小題小言」では、次のように述べている。

併しながら朝鮮統治の主眼とすべき目標は漫然たる「向上」でなくして、「正義」

の実現である。之れ朝鮮人の専ら要求する所であって、又統治者たるもの、責任

とする所である。

この文面に象徴的に示されていることだが、吉野は「朝鮮統治」を否定しているわ

けではない。吉野にとっての「朝鮮統治」とは、「日本民族」と対等な立場で「統治」

する「｢正義」の実現」を図ることである。

だが、「統治」することは「被統治」（植民地）を必然的に招来するのであり、いか

なる「正義」もそこに介在しないことは明らかである。吉野の朝鮮論には、このよう

な矛盾が散見されるのだが、留意すべきは、松尾尊充氏の次の指摘である。

吉野の朝鮮論にはあいまいな表現が多く、ときには現実の統治政策を是認するよ

うな印象を与える場合もある。われわれはそれが極端な言論抑圧の下で発表され

ていることを忘れてはならない。弾圧をそらすための表現ゆえに、吉野の真意を
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みあやまってはならない。

さらには、松尾氏の次の指摘にも注意を払っておきたい。

今日でもなお、吉野は、民主主義者でも反帝国主義者でもなく、朝鮮民族運動

の理解者でさえもない、という人びとがいる。その理由はつまるところ吉野が朝

鮮の即時独立を主張しなかったところに求められる。このような批判は果たして

歴史的条件をふまえての批判といえるだろうか。

今日、過去を振返って朝鮮の独立を主張しなかった先人を批判するのは容易な

ことである。しかし解放前において、それを主張することは、刑法、出版法、新

聞紙法、さらには治安維持法に触れたことを忘れてはなるまい。椀曲な表現の中

に吉野の真意を汲みとる努力を惜しんではならない。

吉野の真意が将来の独立をみおとした当面の自治実現であったとしても、その

自治論は独立運動を妨害する役割を演じたであろうか。戦前の日本における朝鮮

認識の基本的対立関係は即時独立か否かの間にあるのではなく、同化主義の維持

か否認（自治・独立）にあったのではあるまいか。戦前、朝鮮の即時独立をとな

えたのは一握りの共産主義者たちだけであり、しかも彼らの中に朝鮮民族を対等

にみない傾向があったｲ。

松尾氏の指摘は大切なことであると思われるので、やや長くなったが引用した。松

尾氏は、吉野批判に対して、「歴史的条件」をふまえることが肝心であるとする。確

かに、吉野の評論を読む場合には、「歴史的条件」を視野に収め、どのような言説状

況下での発言であったのかという点に配慮すべきであろう。

３

吉野と朝鮮人留学生たちとの関係については、吉野が深く関わった黎明会の機関紙

｢黎明会講演集｣５の「黎明会記録」が参考になる。それによると、「第四回例会」は、

｢三月十九日」（大正８年）に「学士会館」で「開会」され、「来賓」として「金雨英」

｢姜宗蔓」「金俊淵」「崖承寓」「張仁煥」「白南薫」「下煕落」などの名があがっている。

松尾氏によれば、「金俊淵、金雨英はともに吉野門下」である（注４）。吉野と白南薫

の関係については、吉野の「朝鮮青年会問題一朝鮮統治策の覚醒を促す－｣‘に「今

日朝鮮人青年会の幹事として指導の任に当って居る白南薫は予輩の親友であって」と

あることから旧知の間柄であることが知れる。

ここから「現代」について言及していきたい。「現代」の執筆者を見ると、「金俊

淵」「崖承萬」「白南蕪」「下煕熔」の名が見られる。「白南薫」は、「現代」の「綱染

兼発行人」である（注２)。これらの事から、「現代」は、吉野とは何らかの関係のあ

ることが推測される。

その「現代」に掲載されたのが、下煕落の「民本主義９１精神的意義」（｢民本主義の
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精神的意義｣）である。先に見たように、下煕熔は、黎明会の第四回例会に参加して

いる。下煕熔が、吉野の存在を意識せず、「民本主義s1桁神的意義」を書いたとは考

え難い。「民本主義９１緒神的意義」には出典がある。LymanAbbottの「ThcSpintua］

MeaningofDemocmcy」（｢TheOutlook」1918.4）である。出典を瞥見したところ、

この評論は、下煕落がLymanAbbottの記事を翻訳・紹介したものであることが確認

できた。ただし改変していると思われるところもあり考察を要する。この点について

は別稿に委ねたい。

本稿では、ひとまず重要であると思われる部分を抄録し拙訳を付しだ。なお、記

事を複写するにあたって、コピー、デジタルカメラの使用は認められなかったため筆

写をした。したがって、誤写の可能性は排除できない。予めお断りしておく。

民本主義副精神的意義（下煕落）

民本主義詮剰名暫曾剥9jAlDemocracy詮英語９１訳語各人１４.民本主義穀曾各ヱ着

せロⅡ子流行三1芒模様｡lIjEIct1司人}計ｇＭ１ｐｉｌ子歓迎豊引芒劃各事実。|斗斗｡cE1司人}計

９１ﾌ１１画I＋歓迎豊引モユnF実脅考慰曾剥ﾌ}二Wｉ民本主義割根底｡I芒人性･'１適合赴引

司赴善｡｜潜在赴剥乱舎'－１４。ユ己}し＋･1普各人１１号ヱ堅赴外国･ルRfl輸入割割り二三

．1意味畳明確舌｜解釈さ}芒人}計。｜稀少乱ユ､。|意味警暑し1ﾌ１１解釈さ}岳人}曾｡１許多対

ｑ４ｏユ割二三斗そ民本主義゜11対赴暑Ｈ１解釈豊打破きトヱ正確牡解釈各樹立計ﾌ1為

亘Ｐ－ｆ

舌}･ト米国週刊雑誌TheOutlook記者21-人｡E1芒己}｡１回１．°１１塁三（LymanAbott）氏

９１論文民本主義９１糟神的意義（Thespiritualmeaningofdemocracy）斗要旨蟇紹

介乱司討'ｲ斗・。１１塁三氏９１解釈各’二1千塁平凡さ}ヱ常識的剖二星淡水外乱利無味赴剃

ﾌﾄ三斗，ユ無味赴中｡１１真理ﾌ｝包含副吋引芒到誉？l引ﾌﾄ三Wｉユ｡19Ｍ１多大牡敬意箸

表剴ヱｾﾞﾓﾛﾄ獣｡｜懇切暫孔｡１２１斗。

民本主義芒政聰以上９１乱｡1,1匹}・仏間西芒共和国｡Ｍ伊太利芒君主国｡1ｽ1ﾛﾄ芒、

両国｡１４民本主義９１斗。合衆国名共和国｡１吋大英国芒君主国｡|ｽﾞ|ﾛﾄﾓ、例目鮎二

塁碁剥ﾌﾄﾆｑｉ大英国｡｜合衆国塁ヨニコ民本主義２１仁}・大英国ｇ}政府oll瓠A1々芒

一般国民gＭ１議決権螢賦与さ}ヱ堅赴議決権豊作消さ}芒剖｡１９１ｽ|ﾛﾄﾓ､合衆国９１聯

邦政府｡１１割ﾉ&1々芒一般国民gＭ１議決権畳賦輿さ}芒剋星､ヱ議決権豊作消呑}告剋

二矧告叫琲。

民本主義芒'二}Ｈ１政嶋゜１１不過剋引｡１°}L1ヱ､宗教的ｲi]i仰｡１１１生活上21精神｡1皇1叫・

即互相聞sl利益誉’9塁顧噸さトヱ、互相間２１意見豊刹星尊重可芒精神｡|乳叶。民本主

義告輿論政治９１斗。民本主義芒政府制度｡１１３外乱え｜宗教、産業、教育９１制度◎１１割
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２１斗。民本主義芒四大根本的自由畳包含赴剃｡1皇'４。即宗教的自由外産業的自由外

教育的自由斗政治的自由9に}・
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誹ヱ菜食警司壱八}響｡１斗、錦衣畳秒ヱ玉食豊叫芒人}計暫赴乱個人１斗乞食者s１類

ｎｎＣｃｏｃ

外ﾌﾄぞ者塁1斗｡如斯剋紘ｺﾄ手段二三社会｡'1貢献豊蓉}芒引｡|星是入}晋皇|義務豊人1恒}・

社会｡Ｉ貢献哲公平赴機会暑獲得さトモ乱｡1三晏人}計９１権利音人1叶・｡1劃･Ｉ産業上９１民本
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主義２１４。

第三、教育上斗民本主溌。人}計そ゜1世上･'１９い1入『｜未成品二三。|令し１４。人生sl目

的ｅ男女sl発達｡'１割含叫斗。ユ可二三自己s１号脅割千割芒匝１１塁最上２１人格者三造

成乱芒剥｡｜ヱ晏人}計２１義務｡111､子女暑詞ｽﾄ己}芒則塁最悲s'人格者三造成乱芒剖｡｜

具是父母２１義務剣r}･合衆国北部２１急進派芒黒奴三白人｡｝同等牡人格者署〒例ニレ1、

ユ｡１号９１ﾌﾟﾘ白人斗同等牡教育豊施興斗CEI･ト劃望゜1斗ユ主張赴計二1斗。合衆国南部

ｇ'守旧派芒黒奴告決呈白人ヱ｝同等砂人格者ヨキ制＝し'、ユ｡１号ｅ１ﾌ'１白人斗同等剋

教育豊施興舌}芒剥｡’不可さ}Iﾆﾄヱ主張剋昏Ｌ１叫｡ユョレ｝双方２１主張名琲推測｡'２１斗。

黒人種｡１教育gl如何塁電ﾛ1卦｡｝Ｑｌｌ音三・劃舎族斗卦刻智令引牡名引名。トユヱ予

言牡｡1ﾌ}圏二吋、王赴ユ実験暑乱cz1芒ハト響三・}zlﾜﾄｽ｜剰衿Ｌ１ｑｏ臼111劃ヱ司叶、一

民族｡’他民族９１実践紐教育２１過程畳実践乱芒剥名瞥猶乱｡Ｉ勁斗壇。1世界91運命

誉決定さ}芒剥斗乱刹人力斗範囲内｡''例ｽﾞ'｡}'－１乱工､芯)し}目旦1鑓中｡'’９１芒外計｡'２１ｺも

ユ弓ユヱ､亜弗利人}計｡1斗箸ｽ１，束印度人}静｡１斗モス|､支那人人}計｡１斗号ｽﾞ|ﾌ｝咄三人１°１１

音二・矧告民族９１模写ﾌ｝冒理星萬無乱吋、王剋ユヨ三1ﾌ1畳願望三｡}し]響し1叫・

民本主義芒◎1真理暑認織廿二三民本主義B1精神｡｜波及珂芒美｡'1芒曵剋癸蕾勿

論き}ユヰ公共学校フト設綴司芒割｡1斗４．公共学校｡'1ノリ施與乱芒教育２１目的各ヱモ

学生篭同一詮模型゜'１教育さ}芒Ｅ１１９ｌｽＩｑｌ寺L1斗。学校芒鋳造所ﾌ｝乳ご炭1刹壱｡}L-1割,－１

斗。学校斗目的名里晏学生2Ｍ１発展９１機会畳千壱Ｅ１１９ｌ寺L１４。学校芒農園｡’三１．１

゜｝軋剋｡1ヨヰ。ユ割二塁教育名学校２１教育塁副ヱロ１偉大牡教育｡1謎人生副辿伽

（Preparationforlifo）フ）副oEloト智剋｡1斗４．教育各学生二塁乱吋吾現在９１状態

斗将来９１要求Ｃｌ適応台Ｍ１牡豊◎1.卜曾暫゜121斗｡。|真理誉漸次塁認識訂豊科己}判ヱ

着せ斗刹芒一般的二塁教育｡１１選択制度蟇置乱ヱ学芸的教育｡Ｉ実際的訓練暑加乱

[１女子教育名’日態暑脱さＭ１乳告傾向｡１具剖'-1叫。王赴。'真理旱列推測曾乳ﾌ}篁

剋教育９１機会号享受さ}芒引合ヱモ個人斗権利゜１吋教育２１機会暑千態万象二塁変

化人1ﾃﾞ1.［Ｎ社会各員２１千態万象２１要求｡'１應司ｱ'１W'三壱劃そ社会９１義務゜１吋、自己

２１号暑豊〒割芒q１塁完全巷１造成乱三号社会う１提供さ}芒機会畳利用計芒剥｡｜艮晏

個人９１義務｡1劃剃誉勁千割合Ｌ１則。教育o'’９いＩ々個人｡｜個人９１権利畳尊愈斗ヱ、

社会且｝個人｡｜各々ユ溌務畳履行さ}芒剥｡｜教育上９１民本主義斗斗。

第四。政治上斗民本主義。自己ﾌﾟﾄ自身豊統治舌}芒引舎ヱ暑人}静９１権利９１同時｡,’義

務舎人'１二}･ユ吾人}弓二三斗｡｜吾。'義務蟇履行舌Ｍ１ｍａニモ利各教育目的副一部舎人'ヰ。

王剋呈芒人}計｡’自己ｑ運命各決定乱芒剥名星晏人}計ｓ１楡利91同時｡{１義務2に}・具

晏人}計名自己２１耳目二三''１１見若１吋、自己２１口鼻皇暫さ}ヱＬｌＭ１ｐ１二吋、自己glp1己12｝

告ユニノ11斗乱ヱ剋朴芒引ヱ｝卦刹自己sl判断二塁自己警指導きトヱ自己sl良心二塁

自己畳統治ざ}芒剥｡１，lこ}｡ｑ'剋甲｡１盲目者｡'ヱ聾者91境遇｡'１芒乙斗耳目二塁甲ｅｌ

長ヱ瞥割誉昊ヱユ｡}･トヨ拠舎し1坪。牡ｕ甲２１口蝿フト矧舎割ﾌﾄ二W』、乙斗口鼻塁甲

斗遡曾剃豊瞥誹工甲slvlA11p}暑剃骨判入Ip11Bloト響剋｡lg1rﾆﾄｏｗｌ辺甲２１ﾛﾄﾖ斗舎｡１

矧誓孔ﾌ}二尅乙斗口1司良）含二塁甲ｅ１ﾉ11斗智引誉８斗き)工甲ゴ曾曾引豊懇}｡Ｉ・ト

割qo1glヰ。｡'皇｝刻刻剋辿甲２１判断斗良心｡｜曾芒境遇｡Iそこｑ判断斗乙９１良心二

塁甲各指導乱ヱ甲豊統治｡}し1劃〒制令ｑ４．ユヨレト普通人}弓二三耳目口鼻暑。｝
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Ｌ１ﾌ}礼人}響｡１９１二[４，口1己1斗舎脅｡ﾄﾚ1ﾌ}n人}割｡１９１△可、判断｡｝良心畳･トレ1ﾌﾄ社

人)計｡１割剃舎叶う}？ユモ普通人}響名挙皆昊芒刊、且モモ、暫君}芒矧、盟卿劇芒三豊

ﾌﾄ引と吋、曾舌トモ舎、判z}舌}芒叶司畳フト劇ﾆﾛｲ、自己畳指導乱芒判断卦、自身畳統

治さ}芒良心誉フト剥舎L14。

如llJrql割｡1民本主義el假定｡Ｍｏｌ假定下｡１１９１入小ｑ民本主義芒ユモ正当社政治９１

目的芒被治者呈さ}czl号、ユ自身脅統治者乱三尋努力司芒ｑｌ９１ヰヱ主張勅'－１４，ユ

割二塁民本主義芒家族引間Ｃｌ''1樅｝学校sl間｡叩１生長乱芒児童gＭ１自己薔統治曾

技能畳発揮乱芒引｡１，１４.民本主義芒国内｡i］…1々芒未熟牡市民gＭ１責任91観念

各授与乱芒剥｡１２１斗。国際間｡Ｉ瓠刈々民本主義芒弱少赴国民sＭ１三自主自立２１権

利外義務蟇フ}ｽＭ１咄号しＩ叶・設或曵剋市民｡1、巽芒割'3弱少赴国民｡１過失各犯誹

１失策脅当ざ}｡}､ユ過失斗失策Ｃｌ間或其殻境遇･'１引舎ｽ1斗星民本主義そ決三失

望落胆晉計芒剋｡１矧告Ｌ１ヰ。。|到名未熟謎市民斗弱少赴国民剋ｽ1斗三、ユ｡１畳９１週

失斗失策二三梺己1漸々’'１+芒剃｡１割舎乱皆確信舌}ヱ疑心。}ｑざ}芒ﾜﾄ計｡11トヰ。民

本主義芒未熟笹市民９１過失斗弱少赴国民斗一時的失策曇利用乱｡ﾄ詐欺的手段二塁、

ユ市民権各侵害計ヱ弱少穀国家畳併呑乱刻斗、弱少赴国民９１ｱﾘ責任９１観念斗自主

自立９１精神豊掠奪乱芒剋誉決垂矧舎乳｡１２１４。一言二三蔽之乱Ｗｉ家族sl間｡州斗

学校内ollﾉﾘ芒生長さ}芒児童９１ﾌ１１自己畳統治剋技能豊発揮舌M1ql晉工､国内｡川芒未

熟剣市民gＭ１責任sl観念畳授与乱ユ国際間oilA1芒弱少赴国民gＭ１自主自立sl精神

舎培獲乱芒剰｡１政治上９１民本主義２１４。

以上｡11論述赴剃｡１斗｡1W1.°１１塁三氏旦１民本主義◎11対赴解釈９１要旨舎人1斗。ヱ着せ

民本主義畳絶叫さ}そし+己１人}計晉B1実行｡１．１１塁亘氏斗解釈斗同一軸意味斗民本主義

的糖神畳貫徹舌}司芒努力９１ｽ1、。}１.ｽ1芒遺憾｡11ﾑ}ﾛ｝疑問中｡１１９１告し１４．ユ劃し＋ヱィ

ヰ乱三劃1二。I氏21解釈そ民本主義２１真精神｡11接触副呵剖全呵､如斯牡精神芒千己ＩＳＩ

周囲oll実在秘ヱモ偉大牡人格者２１鞘神斗共通恩し１斗。曵可赴雛弁家ﾌ｝，ＩＰＩ赴鮠弁二

三民本主義署攻撃乱ヱ、ユ野心･'１適合舌Ｍ１利用慾モズ|芒暑二斗、斗芒民本主義９１

根底ﾌ｝四海同胞主義91割豊確信'１４。

一一九二○年三月十二日一

【日本鱈訳】

民本主義というのは、言うまでもなくデモクラシーの英語の訳語です。今日非常に

流行いている模様であり、人々から非常に歓迎を受けていることは事実です。人々か

ら非常に歓迎を受けているということを、考慰するならば、民本主義の根底には人性

に適合する、ある善が潜在するようです。しかし、この言葉は、新しく、また外国か

らの輸入によるものですから、この意味を明確に解釈している人が少なく、この意味

を間述って解釈する人が多い。したがって、私は、民本主義に対する間違った解釈を

打破して、正確な解釈を樹立するために、米国週刊雑誌TT1eOutlook記者の一人であ

るレイモン・アポット氏の論文民本主義の精神的意義の要旨を紹介したいと思いま

す。

アポット氏の解釈は、あまりにも平凡で常識的であるから淡水のように無味である
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ようですが、この意味の中へ、真理が包含されていることが分かるようであれば、彼
に多大の敬意を払おうと心から思っています。

民本主義は政体以上のものです。フランスは共和国であり、イタリアは君主国で

あっても、両国は、共に民本主義です。合衆国は共和国であり、大英国は君主国です

が、ある点から見るならば、大英国は、合衆国よりも民本主義です。大英国の政府に

おいては、一般国民に議決権を賦与したり取り消したりしますが、合衆国の連邦政府

においては、一般国民に議決権を賦与することもなく、取り消すことはありません。

民本主義はただの政体に過ぎないものではなく、宗教的信仰ですが、生活上の精神

でもあります。すなわちお互いの利益を聞き顧慮し、お互いの意見を聞き尊重する精
神です。

民本主義は、与論の政治です。政府制度と同じように、宗教、産業、教育の制度に

おいては、自由、平等、博愛の精神です。一言で、これを言うならば、民本主義は四

海同胞主義です。民本主義は、四大根本的自由を包含するものです。即ち宗教的自由、
産業的自由、教育的自由、政治的自由です。

このような自由は、権利でもあり、また義務でもあります。我々は、たまたま我ら

の権利を拠棄することはあっても、決して義務を履行しないではいられません。我ら

の権利と義務には四極の自由があるように、民本主義も四極に区分することができま

す。すなわち宗教上の民本主義、産業上の民本主義、教育上の民本主義、政治上の民
本主義です。

（略）

第二は産業上の民本主義です。神様は、この世界を、人間の住所として作り、人間

に与えました。白人種のためにだけ、アングロサクソン民族のためにだけ、この世界

を作ったのではありません。富貴なる者のためにだけ、賢善なる者のためにだけ、優

強なる者のためにだけ、男子のためにだけ、この世界を作ったのではありません。貧

賎なる者、富貴なる者、愚悪なる者、賢善なる者、劣弱なる者、優強なる者、女子、

男子の区別無く、すべての人々全体のために、この世界を作ったのです。すべての人

は神様の子女です。すべての人は、皆この世界に住む権利を持っています。神様の家

には無尽蔵の麺麹が、貯蓄されています。無尽蔵に貯蓄された麺麹は、すべての人々

全体に、平均に分ける権利があるのに、餓死する人がいるのには、何の理由があるの

でしょう。この世界の至る所に居る餓死者が質問をします。この人々には、この質問

を発する権利があります。ある人には無限に所有するのにどのように使用してよいか

分からず、ある人には極小のものしか所有せず、どのように生活してよいか分からな

い。このように社会は、神様の心に、不適合な組織です。

富の著侈と下劣な貧の悪弊の原因が、富者にあるのか、貧者にあるのか、両者にあ

るのではなくて、社会組織の欠点にあるのか、この論文では、論じていませんが、富

を分配し、より優良な状態へ改善し、貧者の悪弊を救治するように、努力することが、

民本主義の－事業です。民本主義は、このようにする事によってすべての人に彼らの

権利を安保するだけではなく、すべての人に、彼らの義務を履行するように求めるの

です。なぜならば、少なくとも、社会に獲得したものに応じて社会に貢献することは
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すべての人々の義務であり、またすべての人を以て彼らの義務を履行することに、社

会の義務はあるからです。

私は無数の懐疑家に会っていますが、Nakcdcamelontofmother，swomb．という聖

瞥の言葉を疑っている人を見たことはありません。翻訳するならば「赤身で、母親の

胎中から生まれた」という言葉です。人が赤身で、世界に出生した以上、仮に何かを

所有しようとするならば、生産するか、献物として受け取るか、盗むか、共有する倉

庫から求めることになります。手、頭、心臓によって、努力、忍耐によって、労働、

苦悶、言論によって、世界全人類の福利がなされ、人類社会への貢献がされています。

このような方法によって社会に貢献しない人は、地位が高かろうと低かろうと、濫襖

を着て菜食をする者も絹の衣を着て美食をする者も、言うまでもなく、皆、乞食と同

類です。このような方法と手段によって社会に貢献することは、義務です。社会に貢

献し、公平の機会を獲得することは、皆の権利です。これが産業上の民本主義です。

第三、教育上の民本主義。人は、この世上では、未成品です。人生の目的は男女の

発達にあります。だから、自己の身を、できるだけ最上の人格者に造成することが、

すべての人の義務であり、子女を、梢一杯、最上の人格者として造成することは、す

べての父母の義務です。合衆国北部の急進派は、黒奴も、白人と同等の人格者になれ

るから、彼らに白人と同等の教育を、施与するべきであると主張しているようです。

合衆国南部の守旧派は、黒奴は、決して白人と同等の人格者にはなれないので、彼ら

に白人と同等の教育を施与することは出来ないと主張しています。しかし、双方の主

張は、すべて推測です。黒人が、教育の如何によって、アングロサクソン族と同じよ

うになれるのかは、誰も予言することはできないし、また、この実験をしてみた人は、

まだいません。－民族が他民族の教育課程を実践することは、轡えて言うなら、この

世界の運命を決定することであり、人力の範囲内のことではなく、神様の掌中にある

からです。したがって、アフリカ人や、東インド人や、支那人が、必ずアングロサク

ソン民族の模写となるはずも無いし、またそのようになれるよう願望もしません。

民本主義は、その真理が認識されることによって、民本主義の精神がどこでも波及

するところに、すべて公共学校が設極されるのです。公共学校で施される教育の目的

は、すべての学生を同一の模型に教育することではありません。学校は鋳造所になっ

てはいけません。学校の目的は、すべての学生に、発展の機会を与えることです。学

校は農園になるべきです。したがって、教育は、学校の教育よりも、偉大な教育です。

これはすなわち、人生の準備（PreparationfbrlifC）ができるところでなければなりま

せん。教育は、学生を以て、現在の状態から将来の要求へ適応するように教育すべき

です。この真理を、潮次に認識することによって、今日では、一般的に教育に選択制

度が置かれ、学芸的教育へ実際的訓練を加えたり、女子教育には、旧態を脱する傾向

が見られます。また、この真理によって推測すると、教育の機会を享受することは、

すべての個人の権利であり、教育の機会を、千態万象に変化させることによって、社

会各員の千態万象の要求へ応じるようにするのが、社会の義務であり、自己の身を出

来るだけ完全に造成するよう、社会が提供する機会を利用するのが、すべての個人の

義務であることが分かります。教育においては、個人が個人の権利を尊重し、社会と
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個人が各々の義務を履行することが、教育上の民本主義です。

第四。政治上の民本主義。自己が自己を統治することは、すべての人の権利である

と同時に義務です。すべての人を以て、この義務が履行されるようになることが、教

育の目的の一部です。また、すべての人が自己の運命を決定することは、すべての人

の権利であると同時に義務です。すべての人が、自己の耳目で見聞きし、自己の口鼻
でしゃべり、臭いをかぎ、自己の頭と手で考え、働くと同時に、自己の判断で自己を

指導し、自己の良心で自己を統治することです。万一、甲が盲目であり聾者の境遇な

らば、乙の耳目で、甲に替わって、聞いたり、見るべきです。万一、甲の口鼻が無い

ならば、乙のロ鼻で、甲の言葉を話し、甲の臭いを嗅ぐのです。万一、甲の頭と手が

無いならば、乙の頭と手によって、甲の考えや働きをかわっておこなうべきです。万
一、甲の判断と良心が無い場合には、乙の判断と良心によって、甲を指導し、甲を統

治しないではいられません。しかし、普通の人で、耳目口鼻が無く、頭と手が無く、

判断と良心が無いことがあるでしょうか。普通の人は、皆、鼻、目を持ち、話し、臭
いをかぎ、行動し、考え、自己を指導して自身を統治する良心を持っています。

このように民本主義を仮定するならば、民本主義の正当な政治の目的は、被治者と

して自分自身を統治できるよう、努力することを主張することであり、したがって、

民本主義は、家族間、学校間で、生長する児童に、自己を統治する技能を発揮するこ

とです。民本主義は、国内においては、未熟な市民に責任の観念を授与することです。

国際間において、民本主義は、弱小の国民にも自主自立の権利と持つようにします。

ある市民あるいは弱小の国民が、過失を犯したり、失策をしても、この過失と失策が

たまにその境遇にあるとしても、民本主義は決して失望落胆しない。未熟な市民と弱

小な国民が、過失と失策をしても、次第に学んでいくことを確信し、そのことに疑い

を持ってはいません。民本主義は、未熟な市民の過失と、弱小な国民の一時的失策を

利用して、詐欺的な手段によって、この市民権を侵害し、弱小国家を併呑したり、弱

小の国民へ責任の観念と自主自立の精神を掠奪することは、決してありません。一

言でこれを言うとすると、家族間や学校内で生長する児童には、自己を統治する技能

を発揮させるようにし、国内では、未熟な市民に責任の観念を授与し、国際間では弱
小な国民に自主自立の糒神を培養するのが、政治上の民本主義です。

以上、論述したことが、レイモン・アポット氏の民本主義に対する解釈の要旨で

す。民本主義を絶叫する我が国の人の実行が、アポット氏の解釈と同一の意味の民本

主義的精神を貫徹する努力であるのか、そうでないのか、遺憾ではあるが、疑問です。

したがって、少なくとも、アポット氏の解釈は、民本主義の真精神に触れており、こ

のよう精神は、我らの周囲に実在するすべての、偉大な人格者の精神に共有されてい

ます。いかなる論弁家が、いかなる論弁によって民本主義を攻撃し、その野心に適合

するよう利用しようが、民本主義の根底が四海同胞主義であることを確信しています。
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本稿では便宜上、朝鮮語で響かれた雑誌・機関紙を朝鮮語雑誌と呼ぶ。なお、

｢朝鮮」及び「朝鮮人」については当時の呼称を用いた。

｢現代」については、「研究ノート「文化政治」期の朝鮮語雑誌研究」（｢金沢大学

国語国文」平成19年３月）「研究ノート朝鮮語雑誌「現代」の研究（二）－文

化政治期の朝鮮語雑誌研究一」（｢金沢大学国語国文」平成20年３月）で紹介して

いる。

『中央公論」1919.9

｢<解説〉吉野作造の朝鮮論｣(所収｢吉野作造選集９朝鮮諭付中国論三｣(1995.6

岩波)）

｢黎明会講演集」（大正８年11月５日合本印刷）を参照した。

｢新人」1920.4

日本語訳をするにあたって、孫知延氏、柳利須氏に様々な助言をいただいた。
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付記本稿は、平成十八年度科学技術研究費補助金基盤研究Ｃ「19,1930〈日韓・

韓日〉文学交流の歴史一〈移入〉という視座から－」の成果の一部である。
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